
- 1 - 

平成 30 年度 地域振興基金を活用した区民活動助成制度の審査結果について 

１．目的 

品川区地域振興基金を活用し、区内で公益活動に取り組んでいる区民活動団体を対象に、

地域の課題や社会的課題の解決に向けた事業に資金助成をおこない、多様な公益活動の活

性化を目指す。 

２．審査方法

「地域振興基金活用推進会議」（審査会）による書類審査、面接審査を経て決定。 

審査委員：学識経験委員長１名、副委員長１名、公益活動実践者１名、公募委員２名、

区職員２名  計７名

３．審査経過 

第１回審査会 平成３０年３月２日（金）  第一次審査（書類審査） 

第２回審査会 平成３０年３月２０日（火） 第二次審査（面接審査） 

4．審査基準 

申請事業の内容、金額について次の基準で審査を行う。

⑴事業の目的が明確であるか、具体的に示されているか 

⑵地域ニーズや地域課題、社会的課題を具体的に把握し示されているか 

⑶多くの区民にとって有益な、公益性のある事業目的となっているか 

⑷事業の内容が具体的で、目的と整合したものになっているか 

⑸実施体制や責任体制が明確であり、実施内容と組織体制が整合しており、継続的な事

業実施が期待できるか 

⑹スケジュールが具体的で、実施可能な計画になっているか 

⑺事業目的に合致し、成果が具体的に（数値、指標、状態など）示されているか 

⑻事業を遂行することにより、団体の自立・成長・能力向上が期待できるか 

⑼実現可能性の高い予算で、収支のバランスがとれ、費用の使途は事業目的に対し妥当か 

⑽積算根拠が具体的かつ妥当に記載されているか 

5．助成金額の考え方 

(1)助成額  

①スタートアップ助成（品川区内において活動の立ち上げを支援する） 

助成対象額の４分の３以内で上限 30 万円 

②チャレンジ助成（品川区内において活動の継続・発展を支援する） 

助成対象額の３分の２以内で上限 50 万円 

(2)対象となる経費  謝礼、消耗品費、印刷費、使用料、人件費等 

6．予算  

5,000 千円 
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7．審査結果 

申請：１８事業 

（１）選定事業 １５事業（スタートアップ助成７事業、チャレンジ助成８事業） 

受付

番号
事業名 申請団体 

総事業費 

(助成額) 

１ 
【スタートアップ助成 １年目】 

第３回 品の輪 講演会「健康講話」

品の輪 ～品川区リハビリテー

ションネットワーク～ 

（代表：伊藤 重忠） 

121,614 円 

(91,000 円) 

[事業概要<①目的 ②事業内容 ③成果>] 

①医療・保健・福祉及びリハビリテーションの増進と、すべての人が充実したリハビリテーショ

ンを受けられる社会の実現。 

②健康寿命の延伸や健康つくりを目的としたテーマを決め、テーマごとの専門知識を持つ理学療

法士・作業療法士・言語聴覚士等に講師を依頼し、講演会を実施する。 

③参加者に健康寿命の延伸・健康つくりに対しての知識や情報を有してもらい、自身や身近な人

へ知識の実践を行うことができるようになる。 

２ 
【スタートアップ助成 １年目】 

出前劇場 

出前劇場 

（支配人：平山 敏夫） 

239,300 円 

(140,000 円) 

[事業概要<①目的 ②事業内容 ③成果>] 

①高齢者が元気で長生きできる社会を目指して、より高度な演芸等に接する機会を増やし、脳の

活性化、身体の健康維持を図る。 

②八潮地区を中心に、高齢者福祉施設や高齢者クラブを訪問し参加者体験型の演芸を提供する。

③高齢者が高度な演芸に触れる機会が増え、交流を図りながら脳の活性化や健康増進を促進する。

３ 
【スタートアップ助成 １年目】 

生活に役立つスマホの活用法 

生活工房ひとくふう 

（会長：山本 栄子） 

286,700 円 

(86,000 円) 

[事業概要<①目的 ②事業内容 ③成果>] 

①荏原地区の高齢者・障がい者を中心とした住民の安全・安心な暮らしと、誰もが健やかに生き

がいを持って暮らすことができる社会の実現を目指す。 

②65 歳以上のシニア、視覚障がい者を主な対象に、ICT 機器(スマホ)講習会を実施する。 

③参加者は必要な情報を手に入れることができるようになり、日常生活の質が向上する。 

４ 
【チャレンジ助成 １年目】 

活き活きシニアサロン 

(特非)八潮ハーモニー 

（理事長：鈴木 旭） 

557,976 円 

(194,000 円) 

[事業概要<①目的 ②事業内容 ③成果>] 

①高齢化が進む八潮地区において、高齢者が気軽に集まり交流する機会をつくる。 

②毎月、こみゅにてぃぷらざ八潮で講話と交流会からなる体験交流サロンを運営する。 

③同世代の仲間を作り孤立化を防ぐことで、八潮地区を中心としたシルバー世代が活性化する。

５ 
【チャレンジ助成 １年目】 

落語ミュニケーション in 品川 

(特非)品川こども劇場 

（理事長：巻島 淳子） 

1,120,693 円 

(306,000 円) 

[事業概要<①目的 ②事業内容 ③成果>] 

①伝統芸能に触れる機会の少ない子どもたちが、落語を通じ自国文化に親しみ興味・愛着をもつ。

②地域の子どもや大人を対象に、落語会・鑑賞会・落語ワークショップを開催する。 

③東京 2020 オリンピック・パラリンピックを控え、子どもたちが自国の文化を知り、紹介できる

ようになる。また、様々な世代に人気がある落語を通じて、参加者同士の異年齢交流が生まれる。
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８ 
【スタートアップ助成 ２年目】 

育児交流サロン 

東京有閑倶楽部 

（代表：大野 直子） 

185,930 円 

(110,000 円) 

[事業概要<①目的 ②事業内容 ③成果>] 

①慣れない孤独な育児に向き合う母親の孤独感・閉塞感を和らげる。 

②育児中の母親とその子どもを対象に地域交流サロンを開催し、保育スペース完備のスタジオで

育児に関するお話会やピアノ生演奏の鑑賞を行う。 

③引き籠りがちな母親の外出のきっかけになるとともに、参加者や育児経験者による交流と情報

交換の場となり、地域の育児環境が改善する。 

９ 

【スタートアップ助成 ２年目】 

やってみよう！キッズわくわくワー

クショップ 

Ｙｕｍｅｍｉｌｕ 

（代表：石井 裕美子） 

 295,200 円

 (221,000 円) 

[事業概要<①目的 ②事業内容 ③成果>] 

①子どもたちが得意なことを見つけ、自信を持ち自己肯定感が向上することで、未来を切り開い

ていくためのきっかけづくりをする。 

②小学生の親子を対象に、将来の夢を考えるワークショップやプログラミング演習を行う。 

③成功体験によるチャレンジ精神醸成と親子交流が生まれる。 

１０
【スタートアップ助成 ２年目】 

地域と共に、出張「音楽サロン」 

チーム潮クラブ 

（主宰：日暮 忠雄） 

278,120 円 

(141,000 円) 

[事業概要<①目的 ②事業内容 ③成果>] 

①高齢者の交流を促進し、歌を通して明るく健康な社会づくりに貢献する。 

②毎月の音楽サロン運営に加え、区内各施設に出張し良い音楽を届け、その場にいる全員で歌を

通した交流を図る。 

③閉じこもりがちな高齢者や施設利用者のいきがいの場となる。 

１１
【スタートアップ助成 ２年目】 

品川宿・宿場文化研究 

品川宿史談会 

（会長：新実 正義） 

446,918 円 

(259,000 円) 

[事業概要<①目的 ②事業内容 ③成果>] 

①品川宿の郷土史を研究、講演会や資料づくりを実施し地域に還元することで、住民の誇り醸成

や郷土文化の発展に寄与する。 

②品川宿の歴史に関する講演会を実施し、記録を掲載した冊子等を作成し公的機関に寄贈する。

③地域住民の郷土愛を醸成するとともに、その内容等を歴史的資料として地域に残す。 

１２

【チャレンジ助成 ２年目】 

飛躍する八潮音楽祭（多世代交流と

地域づくりを目指して） 

(特非)地域の音楽・芸術活動を支

援・制作する会 MAPLO 

（理事長：浜田 均） 

364,452 円 

(192,000 円) 

[事業概要<①目的 ②事業内容 ③成果>] 

①八潮地区住民に、音楽を通じた地域交流・多世代交流の場を提供する。 

②地域の音楽活動団体が成果を発表する音楽祭およびプレ音楽祭を実施する。 

③参加者・発表団体の交流により、地域のつながりが強くなる。 
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１３
【チャレンジ助成 ２年目】 

シニア情報生活アドバイザー養成講座 

(特非)暮らしのＩＴ普及会 

（代表理事：小川 純） 

202,600 円 

(55,000 円) 

[事業概要<①目的 ②事業内容 ③成果>] 

①ＩＴ技術に長けたアドバイザーを養成し活動の場を提供することで、高齢者がＩＴに関する問

題を安心して相談し、解決できる地域づくりを目指す。 

②連続講座を開催し、シニア情報生活アドバイザーの資格取得をサポート、資格取得後も活動の

機会を提供する。 

③地域におけるパソコンやタブレットの高齢者向け相談窓口・トラブル対応等が充実する。 

１４ 

【チャレンジ助成 ２年目】 

ママと小さな子供が立ち寄り、集う

場「品川宿いどばた」 

ママかつ＠しながわ 

（代表：杉山 由美恵） 

2,122,860 円 

  (360,000 円)

[事業概要<①目的 ②事業内容 ③成果>] 

①子育てに孤軍奮闘している産後ママが交流・学び、笑顔になる場を提供する。 

②親子向け講座・食堂運営・情報発信等を行う産後ママの交流の場を運営する。 

③同じ悩みを持つ産後ママ同士が交流し、悩みの解決や楽しい子育てができるようになる。 

１５
【チャレンジ助成 ２年目】 

でかけ隊・発表会 

品川失語症友の会 

（会長：上原 英雄） 

302,788 円 

(173,000 円) 

[事業概要<①目的 ②事業内容 ③成果>] 

①失語症当事者の当事者による当事者のための活動を行うことで、世間一般の失語症への認知度

を高め、まだ社会活動に参加できていない仲間を引き出す。 

②失語症当事者および家族によるスピーチ発表と専門家による講演。 

③当事者はリハビリ、参加者はコミュニケーション障害の理解促進へとつながる。 

１６
【チャレンジ助成 ２年目】 

お話とコンサート 

ト音記号の会Ⅱ 

（会長：片柳 千香子） 

333,857 円 

(212,000 円) 

[事業概要<①目的 ②事業内容 ③成果>] 

①赤ちゃんからお年寄りまで誰でも気軽に音楽に触れ楽しんでもらう機会を提供し、地域・隣近

所・商店街など顔見知りが増え、お互いが助け合える繋がり、関係づくりを目指す。 

②誰でも気軽に立ち寄れる地域のコンサートを開催する。 

③音楽を通じて地域のコミュニケーション増進が図られる。 

１８ 
【チャレンジ助成 ３年目】 

健康・生きがいメッセ 2018 

健康生きがいづくり品川協議会

（会長：永森 博） 

750,000 円 

(460,000 円) 

[事業概要<①目的 ②事業内容 ③成果>] 

①地域包括ケアに関わる各組織・団体の活動理念を共有しつつ、元気なシニアの経験を活かした

生涯活躍できるまちづくりを実現する。 

②シニアや地域包括ケアというテーマのもと、地域包括ケアに関わる団体の理念の共有化を図る

シンポジウムと、それぞれの強みを発揮するための人材マッチングを図るメッセを開催する。 

③元気な高齢者の社会参画が促進され、地域包括ケアのネットワークが強化される。 

合計 
7,609,008 円 

 (3,000,000 円)
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（２）不選定事業 ３事業（チャレンジ助成３事業） 

［面接審査］（３事業） 

8．今後の予定 

・助成金交付   ４月下旬 

受付

番号
事業名 申請団体 

６ 
【チャレンジ助成 １年目】 

オーケストラがやって来た 
 Tecgenius才能教育ネットワーク委員会

[事業概要<①目的 ②事業内容 ③成果>] 

①自治会・地域の多世代の住民が参加することによる地域交流の促進、および八潮内で本格的なオーケス

トラを観て触れ合い、感動と刺激を受けることを目指す。 

②こみゅにてぃぷらざ八潮にオーケストラを呼び鑑賞会を実施する。 

③八潮という身近な場所で本格的なオーケストラ体験をし、地域の交流が深まる。 

[不選定理由] 

・申請事業は地域づくりを目的とした内容と判断できなかったため、不選定とする。 

７ 
【チャレンジ助成 １年目】 

区内事業者によるこども向け職業体験プログラム事業 
 (一社)夢らくざプロジェクト 

[事業概要<①目的 ②事業内容 ③成果>] 

①企業や商店、工場での職業体験をとおして、地域の魅力発見の機会創出や商業観光の活性化、後継者の

育成および、地域全体でのこどもの健全育成。 

②区内の企業、商店、工場など 10 ヶ所程度の事業所において、小学生を対象とした職業体験プログラム

を実施する。 

③こどもの学習意欲の向上と仕事についての視野が広がるとともに、地域との接点が生まれる。 

[不選定理由] 

・申請団体および受け入れ先の区内企業、商店、事業所の人員体制等を勘案し、継続的な事業運営が難し

いと判断したため、不選定とする。 

１７

【チャレンジ助成 ３年目】 

子どものためのパペットシアター「竹取物語」上演と創

作ワークショップ開催 

 (特非)種のアトリエ 

[事業概要<①目的 ②事業内容 ③成果>] 

①気軽に子どもたちが観劇できる環境、子育て中の親子がシアターにでかけるきっかけを作ることで、子

どものイマジネーションの力、自由な発想力を伸ばす 

②パペットシアター「竹取物語」の上演し、上演後に創作ワークショップを実施する。 

③パペットシアターや創作を身近に体験することで、親子でのコミュニケーションが生まれるとともに、

地域に愛着を持つようになる。 

[不選定理由] 

・パペットというツールで子どもたちに生きた芸術に触れる機会を増やしたいという熱意に期待を込めて

２年度にわたり助成をしたが、今回の申請内容においても、地域との結びつきや根づきという点で改善が

見込めると判断できなかったため、不選定とする。 


